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を図る役割を担っています。事業ド

メインとしては、①方式技術をハブ

に、②SaaS/PaaSや顧客接点関連

のプラットフォーム、③オフショア

をフルに活用したソフトウェア開

発、④データセンタやネットワーク

を中心とする ITアウトソーシング

とそれを支えるファシリティの4＋

1の領域を展開しています（図１）。

組織は、２事業本部 6BU（ビジネ

スユニット）、事業推進部、連結子

会社群からなっています（図２）。

－本年4月、組織を一部改編され

ましたが、その狙いは・・・・。

山田 まず「グリーンデータセンタ」

事業の強化に向け、ファシリティマ

ネジメント部をビジネスソリューシ

ョン事業本部に移行しました。次に、

SaaS/PaaSと顧客接点関連の一貫し

たソリューションを提供するために、

ビジネスソリューション事業本部内

の３つのBU（ICメディア&Webサ

ービスBU、CRM BU、サービス&

プラットフォームBU）を統合し、

「プラットフォーム&サービスBU」

としました。また、オフショア開発

を含め生産性向上・低コスト開発を

さらにドライブするため、基盤シス

テム事業本部内のオープンソース開

－ソリューション＆テクノロジー

（S&T）カンパニー設立から1年が

経ちますが、改めてカンパニーの主

要ミッション及び組織の概要からお

聞かせください。

山田 私どもS&Tカンパニーは、

先進的な ITサービスを支える基盤

技術やソリューションを、弊社の業

種・業態別の２つのカンパニー（パ

ブリック&フィナンシャルカンパニ

ー、グローバル ITサービスカンパ

ニー）に提供するとともに、ソリュ

ーションを軸として直接市場の開拓

発足から1年、先進的なITサービスを支える基盤・ソリューションの提供に注力する
NTTデータ ソリューション＆テクノロジー（S&T）カンパニー。クラウド、顧客接点強
化、開発力強化／グローバル対応の3つの領域を重点的に展開することで、アジリティ
の実現をサポートするS&Tカンパニーの取組みについて、代表取締役常務執行役員の山
田伸一カンパニー長にうかがった。

3つの領域（クラウド、顧客接点強化、
開発力強化/グローバル対応）の
重点展開で、企業の経営をサポート

㈱NTTデータ　
代表取締役常務執行役員

ソリューション＆テクノロジーカンパニー長

山田伸一氏

方式技術をHUBに、アウトソーシング・ファシリティ、プラットフォーム、
ソフトウェア開発という5領域を、有機的に連携させながら展開

環境配慮型・最新鋭の
設備を提供

ファシリティ
フファシリティマネジメントＢＵフ

ＩＴＯ

ウトソーシンングシンアウウ
トワークソリューシションＢＵシネットト
データセンタＢＵＢ

SaaS/PaaSと
接点バリューチェーン実現顧客接接点

ラットフォームプララ
フォーム＆サービスＢＵプラットフフ

方式技術方 技術技術
システム方式式技術ＢＵ方式

外拠点をフル活用し海外拠外拠点 活
開発力強化

ソフトウェア開発
グローバルソフトウェア

開発ＢＵ

基盤の最適化ＩＴ基Ｔ基 化化化
ＮＴＴデータ先端技術 

北京NTTデータ 

Vertex Software

ＢＮＩシステムズ 

オフショア開発 

ＮＪＫ 

ＮＴＴデータ東京SMS 運用管理 

インテグレーション 

ＮＴＴデータ・セキュリティ 

ウェブプロデュース 

ソリッド・エクスチェンジ 

ＮＴＴデータ３Ｃ 

ＮＴＴデータ・キュビット 

プラットフォーム＆サービスＢＵ 

ビジネスソリューション事業本部 

SaaS/PaaS、 
顧客接点 

セキュリティ 

BPO

顧客接点 ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー 

ITO（データセンタ、 
IaaS） 

ITO（ネットワーク） 

アーキテクチャ、 
基盤構築 

オフショア開発 

アーキテクチャ、 
インテグレーション 

データセンタＢＵ 

システム方式技術ＢＵ 

グローバルソフトウェア開発BU

ファシリティマネジメントBU

ネットワークソリューションＢＵ 

基盤システム事業本部 

ソリューション＆テクノロジー事業推進部 
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―ソリューション＆テクノロジー

（S&T）カンパニー設立から1年が経

ちますが、改めてカンパニーの主要

ミッション及び組織の概要からお聞

かせください。

―本年4月、組織を一部改編されま

したが、その狙いは････。
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発センタを「グローバルソフトウェ

ア開発BU」としました。さらに新

たに株式会社エヌジェーケーがグル

ープ会社に加わりました。

－先の4+1の事業ドメインにおい

て、今年度の重点施策としてどのよ

うなことに注力されていますか。

山田 事業環境の変化を受け、企業

のIT活用に求める期待は、単なる効

率化から、ITの所有と利用を最適に

バランスさせることで、時代の変化

に柔軟に対応できる俊敏性へと大き

く変化しています。こういった変化

へ対応し、私どもは今年度、特に

「クラウド」「顧客接点強化」「開発力

強化／グローバル対応」の３つの領

域を重点的に展開することで、俊敏

性と柔軟性を兼ね備えた“アジリテ

ィ”を実現し、お客様の経営を支援

していきたいと考えます。（図３）

－3つの重点施策の詳細は、後続

頁でご紹介しますが、その事業戦略

のポイントをお聞かせください。

山田 柔軟性、導入スピードを強く

求められるお客様

に対する私どもの提

供価値は何かを考え

たとき、弊社が得意

とするスクラッチ開

発は、ある程度の時

間がかかり、場合に

よっては事業機会の

損失につながりかね

ない、また一方、従

来型のERPでは、導入スピードは速

いがパッケージの制約でカスタマイ

ズが難しいといった課題がありま

す。そこで、お客様の IT戦略を攻

めの IT（成長戦略、新たな価値創

造）と守りの IT（業務効率化、コ

スト削減）の２つの視点から使い分

けて、ITの所有と利用のベストバ

ランスをご提案していきたい、その

ために３つの領域に注力をしていま

す。守りの ITにあたるノンコア業

務については柔軟なPaaSを備えた

クラウドを活用いただくことによ

り、必要な仕組みだけをスピーディ

にコストを抑えながら導入できるよ

うにします。また、攻めの ITの分

野においても、企業の競争力等に直

結しない IT基盤だけはクラウド化

していくのも必要と考えます。

一方、戦略的に取り組むべき攻め

の ITについてはアプリケーション

を開発する際に倍速開発技術を用い

ることで期間短縮を実現します。ま

た、顧客接点の強化は、これまでの

実績を踏まえ、クラウド活用による

効率性と企業の競争優位性を確保す

るための戦略性を兼ね備えたソリュ

ーションを提供していきます。

－海外発注を加速されています

が、現在の発注規模はどの程度です

か。また、オフショア開発体制の強

化施策についてはどのようなことを

お考えですか。

山田 海外発注の割合は伸びてお

り、100億円は超えています。現在、

中国・インドのオフショア開発体制

は、直営リソースが約1,500人（パ

ートナーを含めると約3,000人）で

すが、これを倍の3,000人規模にま

で拡大し、NTTデータグループの

コスト競争力強化に貢献したいと考

えています。具体的な目標として、

まずは弊社の全発注量の 10％程度

を海外でと考えています。10％程

度まで拡大すると、競争力という観

点で、かなり経営にとって意味のあ

る数字になると思っています。

－最後に、今後の抱負をお聞かせ

ください。

山田 NGNやLTEなどのネットワ

ーク環境、クラウドの活用、サーバ

系の構築や開発の仕組み、さらには

環境対応や、顧客接点系に代表され

るお客さまのビジネスの仕方を含

め、変化の時代を迎えています。

S&Tカンパニーは、この新しい変

化をチャンスと捉え技術開発本部と

連携しながら、お客様のアジリティ

を実現する技術とソリューションを

ご提供していきたいと考えます。

－本日は有り難うございました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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図3 ITに求められる課題とS&Tカンパニーの提供価値

―先の4+1の事業ドメインにおい

て、今年度の重点施策としてどのよ

うなことに注力されていますか。

―3つの重点施策の詳細は、後続頁

でご紹介しますが、その事業戦略の

ポイントをお聞かせください。

―海外発注を加速されていますが、

現在の発注規模はどの程度ですか。

また、オフショア開発体制の強化施

策についてはどのようなことをお考
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